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林野火災によって土壌の撥水性が高まるしくみ

　大きい孔隙の多い土（左）よりも小さい孔隙が多い

土（右）のほうが内部の水は動きにくい（保水性が高

い）（イラスト作成： 美濃部さくら）

　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　

　昨年の大船渡市での林野火災に続き、今年の４月

には大槌町でも大規模な林野火災が発生しました。

先日、ようやく鎮火宣言が出されたところですが、

今後梅雨の季節に入るのにともない、豪雨時の河川

の洪水や土石流の発生には警戒が必要になってくる

と思われます。

　大船渡の林野火災以降、報道機関による取材をお

受けする機会が増えていますが、林野火災に関する

報道でよく「火災によって山の保水力が失われる（も

しくは低下する）」という表現を目にします。今回

はこの「保水力」という言葉の意味するところにつ

いて考えてみます。前述の表現を詳しく表すと「火

災によって山の土壌が水を保持する能力が失われ

る」と解釈されると思います。土が水を保持する能

力のことを土壌物理学では「保水性」といい、その

度合いは「土の中に大きさの異なる孔隙（隙間）がど

れくらいの比率で存在しているのか」で決まります。

　小さい孔隙ほど、その中に入った水は毛管力によ

って保持され、移動しにくくなります。反対に、大

きい孔隙に入った水は重力によって容易に移動しま

す（重力水といいます）。そのため、土の中に大きい

孔隙が多くあるほど、土壌が水を保持する力が小さ

くなる、すなわち保水性が低くなるといえます。

　それでは、林野火災によって土の中に大きな孔隙

が増えるのでしょうか。林野火災の現場をみると、

斜面の上部では、焼損し、細分化された焼損土が流

下し、大きめの土粒子や砂利が目立つ場所を目にし

ます。大きい土粒子は、その間の孔隙も大きくなる

ので、保水性は低下します。しかし、焼損土の下に

ある土を見ると、大きな孔隙に上方から焼損した細

かい粒子が流入し、孔隙が小さくなっているような

部分も見られます。結局のところ、山全体の保水性

が低下しているのかどうかは、まだ分からないとい

うのがほんとうのところです。

　それではなぜ、林野火災後は山から水や土砂が出

てきやすくなるのでしょうか。それは林野火災で表

土が焼損すると、雨水が土の中に浸み込みにくくな

るためです。これは、地面の上に堆積していた有機

物が燃えることで、含まれていた疎水性の物質が拡

散し、土粒子がそれにコーティングされ、撥水性を

持つためであると言われています。土に浸み込めな

かった雨水は、地表をそのまま流れ下るので、豪雨

時に川が増水しやすくなるだけでなく、流水によっ

て表土が侵食され、土砂流出も増加します。しかし、

このプロセスに土の保水性は関与しません。

　私は土が水を浸み込ませる能力（浸透能といいま

す）の低下のことを、世間では「保水力の低下」と

誤解してしまっている場合が多いように感じていま

す。「浸透能」は土の中への水の入りやすさであるの

に対し、「保水性」は土の中に入った水の保持のされ

やすさ、ですので両者は本質的に異なります。取材

では浸透能の低下のお話をしたのに、記事では「保

水力が低下した」となっている場合も多いです。こ

んな時、科学者としては、誤った情報を流布してい

るようで、心苦しくなります。

　「保水力」に話を戻しますと、「保水力は高いほう

が良い」と考えられている方も多いように思います。

しかし、保水性が高いということは「土の中に入っ

た水が動きにくい」ことを意味しますので、土の中

に水が保持されたままとなり、流れていかなくなり

ます。土の中の隙間も空きにくくなるので、新しい

水が入れず、溢れやすくなります。したがって、「保

水性」は低くても高くても防災や水源涵養の面で不

都合が生じるといえます。

　土の中に入ってきた水が一時的に保持されるもの

の、土中の圧力勾配にしたがってゆっくり移動でき

る、そんな中程度の保水性を持つのが、「毛管粗孔隙」

という中程度の大きさの孔隙です。森林はこの孔隙

を多く含む土壌を生成する機能が高いとされていま

す。林野火災において土壌中のこのような孔隙にど

んな影響が生じ、山の保水力がどのように変化する

のかについては、今後の調査結果が待たれるところ

です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は９日付で、条件付一般競争

入札で実施する「広田漁港水産生

産基盤整備（－５ｍ岸壁）設計業

務委託」を公告した。入札参加申

請書の提出期限は17日正午。入札

は29日を予定している。（関連７

面）

　業務対象地域は陸前高田市広田

町字中沢地内で、委託期間は95日

間を予定している。

　業務内容を見ると、基本設計で

は、事前に業務の目的・内容を把

握し、業務の手順と遂行に必要な

計画を立案。基本設計に当たって

の利用条件、自然条件などの設計

条件を整理・設定する。

　設計計算では、設計条件に基づ

き安定性を検討し、対象とする構

造形式の適正な形状を決定する。

基本断面算定においては、比較断

面図作成、概算数量算定、概算工

費算定、施工性の検討を行い、適

正な構造形式を決定する。

　実施設計では、平面図や縦断図、

標準断面図などの図面を作成する

とともに、材料などの数量計算を

行う。

　奥州市は、整備を計画する次期

工業団地に関し、候補地の選定へ

地権者との交渉を続けている。次

期工業団地については、２、３カ

所程度に絞り込み、そのうち市内

部で各候補地を比較して優位性を

評価済みの状況。26年度の予算に

は、測量設計や境界確定に係る費

用を盛り込んでいる。

　次期工業団地について市では、

10～20㌶程度の規模で検討。これ

までの経過を見ると、市全域を調

査して、10カ所程度の候補地をピ

ックアップした後、比較検討する

などして２、３カ所にまで絞り込

んだ。

　絞り込んだ２、３カ所について、

さらに比較検討を実施。各候補地

の優位性も評価済みとなってい

る。現在は、地権者と交渉中とし

ている。交渉がまとまり次第、地

元や市議会に各候補地の優位性な

どを提示する見通しでいる。

　今年度の予算には、測量設計業

務委託料に5548万4000円、境界確

定業務委託料に3595万9000円を確

保。候補地のうち、最も優位性が

高い最有力の候補地での実施を見

越して計上した費用としている。

　同市の工業団地の状況を見る

と、江刺袖山地区の江刺フロンテ

ィアパークの北隣に整備した江刺

フロンティアパークⅡは、全12区

画で進出企業が決定。

　民間所有で耕作地となっていた

残る分譲地について、用地交渉や

造成を立地企業が実施するオーダ

ーメイド方式から市直轄方式に切

り替えて造成した胆沢南都田の広

表工業団地についても、市直轄で

造成後初の立地が決まり、残りが

２区画となっている。

　今後も北上川流域地域へ自動

車、半導体等の関連産業の集積、

拡張が期待されていることから、

次期工業団地の整備を計画。2030

年度以降の分譲を目指している。

▽建築主、住所、建築場所、用途、

構造・階数（Ｗ＝木造　Ｓ＝鉄骨

造　ＲＣ＝鉄筋コンクリート造）、

面積、設計、施工、確認済証の交

付月日

県一関土木センター　　　　　　

▼３月31日

▽セキスイハイム東北㈱北東北支

店支店長今野祐樹　盛岡市津志

田町3丁目7―23　一関市三関字

仲田75番11　一戸建ての住宅

（一関三関Ｊ棟）新　鉄鋼系ユ

ニット構造２　98.16㎡　セキ

スイハイム東北盛岡一級建築士

事務所　セキスイハイム東北北

東北支店　３月12日

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は９日付で、簡易総合評価落

札方式（簡易２型）で実施する「砂

子浜の沢ほか砂防全体計画策定業

務委託」を公告した。入札参加申

請書の提出期限は23日正午。入札

は７月６日を予定している。（関連

７面）

　業務実施場所は大船渡市ほか

で、委託期間は256日間を予定し

ている。

　同業務では、大船渡管内の４渓

流において、現地調査や砂防施設

の配置計画を実施し、土砂洪水・

氾濫対策に係る砂防全体計画の策

定により、砂防工事全体計画認可

申請書を作成することを目的とし

ている。

　業務対象渓流は、砂子浜の沢、

大明神、松ノ山の沢、八日町の沢

を想定しているが、今後の調整に

よっては変更の可能性もあるとし

ている。

　同業務では、全体計画や設計の

基図とする基盤地図（砂防基盤図、

森林基本図等）をはじめ、災害後

の航空写真、水理計算に必要な雨

量データ、保全対象に関する既往

の調査成果（土石流危険渓流カル

テ、土砂法に基づく基礎調査成果、

災害報告）を収集・整理する。

　現地調査では、既往調査資料を

基に現地踏査を行い、地形・地質

や荒廃状況、粒径、既往施設、保

全対象、現況流末の流下能力など、

全体計画に必要な現地状況を把握

する。

　砂防基本土砂量の検討として

は、全体計画で扱う計画基準点や

計画流出土砂量、計画流木量を検

討することとしている。

　さらに、土砂（流木）処理計画

や、施設概略設計、概算工事費の

算定などを実施。基本事項検討で

は、対象施設の設計流量や水深の

ほか、安定計算に必要な設計諸元

を検討する。本体工設計において

は、本体や袖部、水通し部、前庭

保護工などの設計計算を行い、ペ

ーパーロケーションに基づく一般

構造図（正面図・側面図・平面図）

を作成する。

　県南広域振興局林務部は、管内

の治山施設の点検に関して、今年

度は49カ所での実施を計画する。

定期点検として実施するもので、

今年度は山腹工を中心に土留めや

水路なども含めた内容を見込む。

　管内の治山施設点検は、年度ご

とに実施しているもので、各施設

に関しおおむね５年に一度程度の

スパンで行っている。過年度に整

備した治山施設として、治山ダム

や山腹工、谷止工などを対象に実

施している。

　今年度は奥州市衣川噌味地内、

同天田地内など49カ所を対象に行

う。噌味地区は主要工種が土留工

31.0㍍、天田地区は主要工種が床

固工１基（144.6立方㍍）と土留

工134.5㍍となっている。

　現在、「奥州地区県単治山施設点

検業務委託」が同局奥州審査指導

監から公告中。申請は15日まで、

24日の入札、翌25日の開札を予定

している。

　業務の委託期間は106日間。主

な参加資格として、県の土木関係

建設コンサルタント業務に登録さ

れ、森林土木を申請業務としてい

る者で、岩手県内に本店または営

業所を有すること。元請けとして

治山施設点検業務を受注した実績

なども要件としている。


